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新任の総合診療科医師の紹介　
コミュニケーション研修　

【 竹下光英　医師 】 在宅診療センター長　遠藤健史

総合診療科　部長　遠藤健史

【 竹下千紘　医師 】

「お婆ちゃんの、あの沢山の薬。あんなに必要なのかなぁ」

「小さな子供たちの可愛さと触れていたい」　

コミュニケーション研修　コミュニケーション研修　

在宅診療センター長　遠藤健史在宅診療センター長　遠藤健史

「もりの支援隊」の活動紹介 
　奥出雲病院は地域包括ケアシステム構築に向けて、在宅医療と介護の連携を推進する事業を、
令和４年度より町から委託を受けて取り組んでいます。
　今回、その取り組みの中から、医療、介護、福祉現場で活かせるコミュニケーション研修の活動を
ご紹介します。

「昨日のこと、どれだけ覚えていますか？」
これは、生活の困りごとを明らかにする大事な質問です。
でも、ほとんどの人の記憶は、昨日のことすら曖昧です。
自分の姿が見えないように、困りごとを思い出し、自分で整理するのは難しいものです。

そこで、困りごとを聞き取るチームを令和３年に結成し、「もりの支援隊」と名づけました。
メンバーは、病院の訪問系職種（医師・療法士・看護師・管理栄養士）、保健師、事務員、町内事
業所のケアマネージャー、NPO職員、行政職員で、全員がコミュニケーションの能力を更に高め
るため「メタファシリテーション講座（主催：認定NPOムラのミライ）」を受講しました。
　 メタファシリテーションとは、聞き手（ファシリテーター）が話しを聞く相手（当事者）との信頼関
係を構築しながら、当事者自身が問題や解決方法に気づくよう会話を組み立てていく手法です。

 「聞き取るって、どうやって？」・・・と思われた皆さん、試しに、下記にお答えください。

①「あなたの困りごとは？」、②「昨日、したことは何？」、③「昨日、誰と会いました？」
④「昨日、夜ご飯を誰と食べましたか？」、⑤「昨日、どこへ行きましたか？」　　　
　　　　　①　→　⑤の順に、答えやすかったのではないでしょうか？

このように「いつ、どこで、誰と、何を」といった思い出しやすい形で質問をしていきます。
こうした質問をたくさん受けていると、だんだん昨日のことをハッキリ思い出せるようになり、そこか
ら、聞かれた本人も忘れていた大事な話が出てきます。
　　　　　　例えば、家の不具合、畑が遠い、散歩コースの足下が悪い・・・等々。

まだまだ駆出しですが、医療や介護等に携る者が、地域や当事者の困りごとや課題を「聞くこと」で、
気づき、お互いに考える、コミュニケーションの研修を重ねています。

◎NPOムラのミライ講師の平野貴大先生を招き、
　町内に出かけ実践研修（2022．10．14～15）
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※もりの支援隊の活動に興味のある方は下記までお気軽におたずね下さい。

奥出雲病院・在宅診療センター　内　「在宅医療・介護連携支援センター」　担当　森長まで
電話：奥出雲病院　（代表）　0854-54-1122　又はＱＲコードからご連絡下さい。

◎自治医科大学について
　昨年度まで勤務していた重栖医師、現在、勤務している遠藤医師、竹下光英医師、千紘医師の出身大学（栃
木県）です。
　卒業生は出身県に帰り、島根県では、奥出雲、飯南、津和野、隠岐等で勤務を行い、「医療の谷間に灯をとも
す」の理念を胸に、島根県全体で地域医療を支えています。

◎二人の総合診療科の外来担当日
竹下光英医師　水・金曜日    竹下千紘医師　月・水曜日

◎取材者より
　竹下光英、千紘医師夫妻について
　お二人は自治医科大学卒で、2023年4月か
ら奥出雲病院、総合診療科で勤務されている9
年目の医師です。
 　休日はお子さんと遊ぶところを探し、山遊
びや釣りに挑戦中。日焼けした光英医師です
が「海苔漁師の父の黒さは、こんなもんじゃな
い」、と懐かしそうに振り返ります。そして、「島
根は美肌県」と自慢する出雲出身の千紘医師
と、お二人で笑う様子がとても印象的でした。

千紘医師は、この想いから、小児科を目指して医学部に入学されました。そ
の後、自治医科大学の理念に触れ、「小児科に限らず地域全体の方と向き
合いたい」という新たな医師像を描くようになりました。大学卒業後、佐賀
県で腎臓内科や総合内科の勤務を経験され、島根に帰り、隠岐病院、知夫
診療所を経て、現職です。優しさと切なさ滲む樹木希林さんが大好きな千
紘医師。
「みなさんの暮らしを支えたい」と意気込みを語ります

「必要な薬」に興味を持った小学生の頃の光英医師。薬学部でその
「見分け方」を学ばれた後、自治医科大学を経て、薬を選択する医師
の道へと進まれました。
　出身地の佐賀県に戻り大学病院で循環器科を学ばれた後、知夫診
療所、隠岐病院での勤務を経て、現職。総合病院で安全な医療を展
開することをビジョンに、薬剤にとどまらず、医療安全・内視鏡・心臓エ
コーと活動の幅が広がっています。


